
災害廃棄物の受入基準等に関する追加調査票（一般廃棄物処理施設向け）

ご回答者のご所属、氏名、ご連絡先等についてご記入ください。

ご所属

氏名

ご連絡先（TEL: ） （FAX： ） （E-mail： ）

No. 回答方式

1 施設の種類 R4調査時ご回答 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） ）

2 施設名称 R4調査時ご回答

3 施設の所管 R4調査時ご回答

4 所在地 R4調査時ご回答

5 処理能力 R4調査時ご回答 （t/日）

R4調査時ご回答 （ ） 可能⇒設問No.14にお進みください。 （ ） 困難（余力がない、等）

（ ）①通常のごみの受入基準を記入した （ ）②発災時の状況によっては受入が可能

（ ）③広域的な受入は困難だが、地域内の災害廃棄物であれば受入が可能

（ ）④その他（ ）

（ ） 異なる （ ） 通常の処理対象物と同じ

⇒設問No.15～21にお進みください。

記述式 （ ）

15～
21

記述式 （

R4調査時ご回答 （ ）可能 （ ）困難（事前に仕分けされていることが必要）⇒設問No.24(追加)にお進みください。

（ ） （ ） （ ）

R4調査時ご回答

選択式 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上

％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満

記述式

災害廃棄物の受入に際して、受け入れる品目、量などの事前協議はどのタイミングで行うのが望ましいですか。

（ ） ①平時に協議を行っておく （ ） ②発災後、災害廃棄物の品目が具体的になった時点で協議を行う

(追加)
（ ） ）

調査へのご協力ありがとうございました。

）

受入基準の詳細について

- -

貴自治体における災害時のごみの分別区分につい
て、ホームページ等で公表されていましたら当該
ページのURLをご記入ください。

- - -

貴施設で受入れが可能な災害廃棄物の品目

- -

- -

③その他（

災害廃棄物の受入に関する協議 選択式

令和4年度調査で「通常時と災害時で受入基準が異
なる」とご回答されていた場合、どのような点が異
なりますか。

- -

　対象物以外の混入割合（自動で計算されます） -

ごみの分別区分について

①生活ごみ ②木くず ③たたみ ④がれき類 ⑤金属類 ⑥不燃混合物
⑦その他

災害廃棄物が混合状態である場合、受入対象物の占める割合（体積ベース）がどの程度であれば、当該品目が受入可能と判断しますか。以下の品目別にご回答ください。
選択肢は90%、80％、70％、60％、50％の5種類です。
備考欄にはその他の条件（混入しているものは可燃系のものに限る、等）をご記入ください。

一般事項

ごみ焼却施設 破砕選別施設 最終処分場 し尿処理施設 その他（

項目 ご回答欄

（t/日） （m3） （kL/日） （t/日）

災害廃棄物の受入基準について

災害廃棄物の受入可能性の有無

14

24

- - - -

- -

13
災害廃棄物の受入が困難であっても、令和4年度調
査の設問No.15～21（寸法・形状等の受入基準）に
ご回答いただいていた場合、それはどのような意図
によるものですか。

選択式

21

混合状態でも受入れ可能かどうか

受入対象物の占める割合

混合状態での受入について

備考（その他の条件）

貴施設で災害廃棄物を受け入れることは可能ですか。

通常の処理対象物との受入基準の違い R4調査時ご回答 通常時に受け入れている廃棄物と、災害廃棄物とで、受入条件は異なっていますか。



災害廃棄物の受入基準等に関する追加調査票（産業廃棄物処理施設向け）

ご回答者のご所属、氏名、ご連絡先等についてご記入ください。

ご所属

氏名

ご連絡先（TEL: ） （FAX： ） （E-mail： ）

No. 回答方式

1 施設の種類 R4調査時ご回答 （ ） （ ） （ ） （ ） その他（ ） （ ） その他（ ）

2 施設名称 R4調査時ご回答

3 施設の所管 R4調査時ご回答

4 所在地 R4調査時ご回答

5 処理能力 R4調査時ご回答 （t/日） （t/日）

R4調査時ご回答 （ ） 異なる （ 　 ） 通常の処理対象物と同じ

記述式 （ ）

R4調査時ご回答 （ ）可能 （ 　 ）困難（事前に仕分けされていることが必要）⇒設問No.24(追加)にお進みください。

（ ） （ ） （ ）

R4調査時ご回答

選択式 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上 ％以上

％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満 ％未満

記述式

災害廃棄物の受入に際して、受け入れる品目、量などの事前協議はどのタイミングで行うのが望ましいですか。

（ ） ①平時に協議を行っておく （ ） ②発災後、災害廃棄物の品目が具体的になった時点で協議を行う

(追加)
（ ） ）

調査へのご協力ありがとうございました。

24 災害廃棄物の受入に関する協議 選択式

③その他（

備考（その他の条件）

- - -

　対象物以外の混入割合（自動で計算されます） - - - - - - - - -

- -

貴施設で受入れが可能な災害廃棄物の品目

-

⑤金属類 ⑥不燃混合物
⑦その他

受入基準の詳細について

20

混合状態でも受入れ可能かどうか

混合状態での受入について
災害廃棄物が混合状態である場合、受入対象物の占める割合（体積ベース）がどの程度であれば、当該品目が受入可能と判断しますか。以下の品目別にご回答ください。
選択肢は90%、80％、70％、60％、50％の5種類です。
備考欄にはその他の条件（混入しているものは可燃系のものに限る、等）をご記入ください。

①可燃混合物 ②木くず ③たたみ ④がれき類

受入対象物の占める割合 - - -

（t/日）

災害廃棄物の受入基準について

13～
19

通常の処理対象物との受入基準の違い 通常時に受け入れている廃棄物と、災害廃棄物とで、受入条件は異なっていますか。

貴社における通常の処理対象物について、ホーム
ページ等で公表されていましたら当該ページのURL
をご記入ください。

（t/日） （m3）

項目 ご回答欄

一般事項

ごみ焼却施設 破砕選別施設 最終処分場


